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広島県勝光山産ろう石鉱物

岩 本 昇 海

“R6seki”－composing　Minerals　of　the　Sh6k6zan，

　　　　　　　　　　　　Hiroshima　Prefecture．’

　　　　　　By

Sh6mi　IwAMo士o
L

＼

ABsT珠AcT：The　area　surrounding　Sh6k6zan　in　Sh6bara　City，　Hiroshima　Prefecture，　ha5　recently

become．　famQus　as　an　important　R6seki　producing　IQcality　in　Japan．

　　As　the　mineral　constitu6nts　of　the　deposits，　kaolin　group　minerals，　pyrophyllite，・sericite，　corun口

dUm，　diaspore，　boehmite，　quartz，　alunite，　hematite，　pyrite’and　a　sort　of　iron　hydroxide　are　m6n噂

tionable．

Mi…ali・ati・n・rec・gnized　i・th・S・d・p・・it・are　ch・r・とter五zed　by　th・　・a・lier　k・gli⑫ti・n・acc・m－

panying　later　pyrophyllitization，　differring　from　those　appeared　in　the　related　deposits’of　the　other

localities．　Their　effects　on　the　country　rocks　are　commonly　so　intense　and　colhplicated　that　it　is

diflicult　to　ascertain　their　original　lithologic　textures，
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産　出　鉱　物
　　カオリン鉱物

　パイロフイライト

　セリサイト　’　　　　　J
　　コランダム）1ダイアスポア，

　およびべ一一一’ム石

　石　　　英・

　明ばん石
　鉄　鉱　物
　残存鉱物類
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鉱物の共生
鉱石の組織．
　原岩に関係した組織

　各鉱物に特有な形態

　鉱物の生成の順序に関係した組織

鉱　化　作　用

　　カオリン化作用

　　パイロフイライト化作用
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　　　　　　　　　　　　　　　1．　　緒　　　　．　言

　勝光山は広島県庄原市の北辺に位置し，これを中心に東西約10kmにわたってろう石鉱

床の存在が知られており，現在も数社の手で盛んに稼行され，岡山県の三石地方に次ぐ本邦

のろう石産地として有名である。

　勝光山のろう石鉱床について，鉱物学的立場からは吉木文平（1933）・武司秀夫（1958）・

鉱床学的立場からは岩生周一（1949），大島敬義（1947），上野三義（1958），松本寛造（1950）

などのすぐれた報告がある。本論文集中にも木野崎吉郎の詳細な地質学的鉱床学的研究が発

表されている。

　筆者は昭和36年9月より昭和勝光山を中心に，付近の地質，鉱床，鉱物について研究をつ

づけているものであるが，・従来本地域の鉱物学的報告は，特殊な鉱物についてのみなされろ

う石鉱物全般についての報告が乏しいので，本論文では勝光山産ろう石鉱石80ケについて筆

者が現在までに行ったX線及び顕微鏡観察の結果をここに報告し，諸賢の御批判を仰ぐもの

である。しかし，未だ多くの点で十分な研究が行われておらず，特に産状φ調査，成因的考

察はさらに今後の課題と考えている。なお，本報告中，地質，鉱床に関する部分は十分な研

究もなされていない故もあり，未だ報告の段階でないのでここには省略し，主としてろう石

鉱物とその共生関係についてのみ述べることとした。また，ここに記載した試料は主として

昭和勝光山産及び矢野勝光山産のものであり，品川勝光山，三金大津恵，黒崎大津恵などの

鉱物についてはふれていない。

謝辞　この研究のあいだ常に懇切なる御指導，御助言をいただいた広島大学木野崎吉郎教

授，岡山大学逸見吉之助助教授に深甚なる感謝の意を表する。野外調査に，試料の蒐集に種

々御世話になった株式会社騰光山鉱業所松本寛造氏，、昭和鉱業株式会社勝光山鉱業所職員各

位に対し心から感謝する。なお，X線廻折では広島大学永富精氏の労をわずらわした。ここ

に記して感謝の意を表する。

皿．産　　出　　鉱　　物

A．カオリン鉱物
　勝光山に産するカオリン鉱物としては，古くよりディッカイトが知られているが，そのほ

か相当量のナクライトがディッカイトと共生していることが分った。第1表は勝光山産カオ

リン鉱物のX線粉末写真の結果を示したが，表中，その（1）はほとんどナクライトを含ま

ぬ試料，（2）は相当量のナクライトを含む試料，（3）はディッカイトよりナクライトの多

い試料であって，この順に2．42Aの線が順次強くな・っていて，ナクライトの含有を示し，

また，3．84A，2．2sAの反射のないことからカオリナイトではないことを示している。一一般

に，石英，パイロフイライト，ダイアスポアなどと共生するカオリン鉱物はディッカイトで

あり，縞状鉱あるいは脈状をなして産する透明な鉱石にはナクライトの伴われる例が多い。

なお，鉱床周辺の母岩を切ってハロイサイトの細脈の見られることがあるが，これは明らか

に後生のものであり，ろう石鉱物の1つとしては見られない。

、
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第1表勝光山産カオリン鉱物のX線粉末写真
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第3表勝光山産セリサイトのX線粉末写真
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第2表勝光山産パイロフィライトのX線粉末写真
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B．　パイロフイライト

　＞N°イロフイライトは多く石英，カオリン鉱物，ダイアスポアなどと共存し純粋な試料の得

難い鉱物であるが，勝光山にはときにX線的に純粋なパイロフィライトを産する。第2表は

そのX線粉末写真の結果を示した。

＼ 　　　　　　　　　　　　　　　C．　セ　リ　サ　イ　ト

　勝光山に産出するセリサイトは，その産状からみて2っのものが見られる。その1つは原

岩を交代して生じたセリサイトで，肉眼的にはパイロフイライトと区別しにくいものであ

り，他の1っは鉱床を切った粘土状の脈中に含まれるものである。第3表はセリサイトのX

線的粉末写真の結果を示す。

D．　コランダム，ダイアスポア，およびベーム石

　勝光山にダイアスポア，コランダムを産することはよく知られているが，最近の調査によ

りべ一一一ム石をも産することが明らかとなった。このべーム石はパイロフイライト，ダイアス

ポア，カオリン，（コランダム）の混合したいわゆるCCとら石”中の白斑部に，パイロフイ

ライトおよび少量のカオリンとともに含まれている。まだ純粋なべーム石をとり出すことは

出来ないが，第4表には相当量のべーム石を含む部分のX線粉末写真の結果を示し，これに

ベーム石を含まず，パイロフイライトと少量のカオリン鉱物との混合物の廻折と比較した。

参考のために，純粋なべーム石のデータも付記してある。、左列のものには中央列のものにな

第4表勝光山産含べ一ム石鉱石のX線粉末写真

勝　光　山　産 勝　光　山　産 比 較

パイロフイライト，べ一ム石
カオリン鉱物，混合物

パ！fロフイライト，
鉱物混合物

カオリン べ一ム石

d（A） 1 d（A） 1
．

d（A） 1

9．1

7．1

6．08

4．45

4．19
4．09

3．15

3．04

2．549
2．422
2．334
2．157
2．064
1．877

1．843
1．761

1．685

1．652
1．635
1．576

1．526

1．490

7
1
4
9
7
6
3
0
7
6
2
2
3
1
3
1
2
3
3
1
1
5

　
　
　
　
　
　
　
1

－
1

0
ぜ
㌘
」

4．45

4．13

3．05

2．554
2．422

2．323

2．160

2．070
1．884
1．841

1．685

1．635

1．575
1．531

1．493

7
σ
1
　
8
ρ
0
10

6
5
1
2
3
％
1

2

0
0
／
2
∠
2
5

6．12

3．18

2ボ35

1．85

1．77

1．66

1．52

SS

S

S

ss

W
W

W

t



　　　　　　　　　　　　　　　広島県勝光山産ろう石鉱物　　　　　　　　　　　　　　77
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

い線があり，また，左列のもののうちには中央列のものよりはるかに強い線があ乙が，いず

れもベーム石の線であり，また，ベーム石の線はすべて左列のものに見られる。このことか

ら，左列のもののうちにべ一ム石のふくまれていることは確実と考えられる。

E．　石 英

　石英には原岩中の石英が鉱化作用に対して強いために残晶として含まれている場合と，鉱

化作用によって新しく生じた石英とあり，鉱床内に広く分布している。

F．　明　ば　ん　石

　勝光山は明ばん石の産地として著名であり，明ぱん石の産出は化学的にも，結晶学的にも

たしかめられている。一般には石英，カオリン鉱物に伴って産出する。

G．鉄　　鉱　　物

　鉄鉱物としては黄鉄鉱，赤鉄鉱および水酸化鉄が知られている。黄鉄鉱は石英，パイロフ

イライトに伴って，少量ながら広く分布し，赤鉄鉱は明ばん石，石英に伴い，黒色板状の半

自形結晶として産する。また，鉱床周辺各処に，恐らくは黄鉄鉱の変質によるものと考えら

れる赤色，褐色，暗紫色を呈する水酸化鉄が見られるが，これの鉱物学的検討はまだなされ

ていない。　　t

H．残存鉱物類
　以上のほか，鉱化作用に対して強い抵抗をもつ鉱物は，鉱石中に残存鉱物として前述の石

英のほか，ジルコン，ルチルなどがあり，ときには長石も残っている例がある。

1．粘　　土　　類

　鉱床周辺の母岩中には緑泥石の見られるほか，鉱床生成以後のモンモリロン石，ハロイサ

イトなどの粘土類が存在するが，これらはろう石鉱床に無関係なものと一応考えて，その記

載は省略する。

1皿．鉱　物　の　共　生

　勝光山の鉱石は，単唱鉱物のみからなるものは比較的少なく，一般に2種以上の鉱物の組

み合せをなして産する。

　カオリン鉱物を主とする鉱石は長野山，三本松，狼岩，滝の谷鉱床に見られ，一般に鉱床

の珪質部とパイロフイライトを主とする鉱石帯との中間部にしばしば見られ，原岩を交代し

た様子のみられるものと，既存の鉱石を切って不規則な脈状をなして，透明ないわゆるディ

ッカイトとして産することが普通である。原岩を交代して塊状た産する場合，石英，ダイア

スポアをよく伴い，このうちダイアスポア含量の多いものはダイアス鉱として珍重される。

これらは脈状のディッカイトまたはパイロフイライトの細脈で貫れることがある。
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　パイロフイライトを主とする鉱石は鉱床の申心部に多く，二本松，山神，三本松，西山，

滝の谷各鉱床に広く分布し，石英，ダイアスポアを伴うことが多く，しばしば不均質に多量

のダイアスポアを含んでttとら石”と称される鉱石を産することがある。とら石申には常に

カオリン鉱物を含み，またCUランダムの伴われる例も多い。

　石英を主とする鉱石は鉱床の上部，下部に多く，下部のものはパイロフイライトを含むも

のが多い。この種の鉱石には黄鉄鉱あるいは黄鉄鉱から変質したと思われる水酸化鉄の含ま

れることが多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　セリサイトを主とする鉱石の産状には，鉱床の比較的上部に，原岩を交代して純粋に近い

セリサイトの帯をなすものと（長野山），鉱床を切って脈状のいわゆるCC玉粘土”として産

する（狼岩，滝の谷）ものとの2種がある。

　明ばん石は鉱床の上部によく見られ，常に多少の石英を含んでいる。狼岩，三本松，滝の

谷などでみられる。

　第5表は勝光山に見られる鉱物の組合せを表にしてまとめたものである。

　カオリン鉱物では石英，ダイアス宗アを伴なうものがもっとも多く　（狼岩），カオリン鉱

物単独（滝の谷）およびカオリン鉱物中にダイアスポアをかなり含む（狼岩，長野山）とい

うような鉱石がこれにつき，原料的にも重要なものである。パイロフイライトと伴う場合は

やや少な嬬

　パイロフイライトは石英と伴うことがもっとも多く，主として稼行の対象とされている鉱

石がこれである。カオリン鉱物，ダイアスポア，コランダムと共生することも少なくはな

第5表勝光由産ろう石鉱物組み合せ

主　成　分圃成分陣含まれることのある齢1灘の多少

　　K
（カオリン鉱物）

　　　　P
（パイロフイライト）’

　Q
（石　英）

　　S
（セリサイト）

　　Ai
（明ばん石）
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記号説麗　K：力壽ジン鉱物，P：パイasフイライト，　Q．：石英，　D：ダイアス

　　　　　ポア，B：べ一ム石，　C：コランダム，　S：セリサイト，　Al：明ぱん

　　　　　石，Py：黄鉄鉱，　H：赤鉄鉱F：長石
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い。また，パイロフイライト単独で産する（滝の谷）場合もある。僅かではあるがセリサイ

トを伴うことがある。（狼岩東，二本松，長野山）

　石英は一般にパイロフィライトと共生するが，石英単独で鉱床の上部に塊状をなして産し

たり（狼岩，滝の谷）ジあるいは鉱床の中央部にかなりはばひろい脈状をなして産する（二

本松，西山）場合も多く見られる。

　セリサイトは山般にその産出は少なく・セリサイト単独で出るものは極めて稀で，パイロ

フイライト，カオリン鉱物，石英などを伴うが，いずれにしてもその量は他のものに比べて

少ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　明ばん石は一般に純粋の形で出ることはほとんどなく，常に石英を伴い，時には石英の方

が多いような場合も多い。鉱床の上部に産し，かつ多量の石英を含んで風化に対する抵抗性

が強いため，露頭として屹立している場合が多い。また，特徴的な淡紅色を呈してce紅ろ

う”とも呼ばれる。

IV．鉱　　石　　の　組　　織

A．　原岩に関係した組織

　鉱石の大部分は原岩が交代作用牽うけて生成されたものであり，多くは原岩の組織に関係

のある構造をなしている。（写真1），に見られる平行な組織は原岩の層理あるいは流理に関

係したものであることは，それらの多くが原岩に見られる層理と大体平行なことからも知ら

れるが，直接明瞭に原組織の残存として挙げられる例は少ない（写真2）。原岩に球穎状構

造のあった場合には，それから生じた鉱石中に球願構造がみられることがある（写真3）。

原岩中に含まれていた結晶で鉱石中に残存している鉱物としてよくみられるもめは石英で

（写真2，4），ときには長石もみられる。石英が鉱石中に散点して残存する場合，互に近

いもの同志の方位が等しいことがあり，もと1個の粗晶であったものが大部分溶蝕されて，

その1部のみが残存していることを示すと同時に，このような鉱化作用が原岩の形を保った

まま行われたことを示している（写真4，5）。

B．　各鉱物に特有な形態

　カオリン鉱物は大小の鱗片状集合体をなして産する。原岩を交代して生じている結晶は，

普通数ミクロンから数十ミクロン程度の大きさ（写真6）で，脈状（写真7）あるいは粗大

結晶の集合がみられることもある（写真8）。

　パイロフイライトもカオリン鉱物と同じような鱗片状集合をなしている。交代によって生

じた結晶はカオリン同様に数十ミクロン前後のものが多いが（写真9），脈状をなすものは

Y2MMくらいの板状結晶が平行に集合する例が多い（写真11，12）。また，放射状をなし，

その大きさ1mmに達するものが見られることがある（写真12）。肉眼的に鉱石の割目に数

mmの大きさの雲母状結晶の集合がみられることがあるが，　X線で検したかぎりではこれら

はいずれもパイロフイライトに少量のカオリン鉱物を伴うものである。　　　　　　　L

　セリサイトは数ミクロンから数十ミクロン程度の集合として産する。この場合，パイロフ

　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x
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イライトやカオリン鉱物の集合に比して平行に並ぷ性質が著るしい（写真13）。粘土状をな

すセリサイトは顕微鏡では観察していない。　　　　　　　　　　　　、　1

　石英は残晶としてみられるもののほか，鉱化作用の初期に原岩を交代して，顧微細結品の集

合体をなすことが多い。また，ときには他のろう石鉱物の間を埋めて産し，このときには交

代によるものよりは粗大な糖晶状集合をなす。明ばん石を主とする鉱石中には明ばん石後の

晶出の石英が小粒をなして散点している（写真14）。　　　　　　　　　　　　一

　ダイアスポアは粒状（写真15，16），柱状（写真17，18）などの結晶をなし，ダイアスポ

アにとくに富む部分では互に密着して半白形または糖晶状の集合をなす（写真19）。また・

放射状の集合体をなすこともある（写真20）。ダイアスポアはパイロフイライトなどの晶出

に際して溶蝕されて虫喰状の結晶をなすことが多い（写真21，22）。

　べ一ム石は微晶をなしてパイロフイライト，カオリン鉱物などと密に混在し，顕微鏡でこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま

れを正確に認あることはまだできない。X線的にべ一ム石の認あられる部分はいわゆる““と

ら石”中に不規則な白斑をなすものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　コランダムは勝光山においては明らかな形をなすものは少ない。コランダムの晶出後に他

の鉱物（主としてパイロフイライト）の晶出があって，コランダムは著るしく溶蝕され，小

粒が散点的に残存する状態のときが多い（写真23）。ときには他の鉱石中に微細な半目形結

晶をなして散点することもある。写真24は黒崎大津恵鉱床のコランダムであるが・ζのよ

うな例は昭和勝光山，矢野勝光山には少ない。

　明ばん石は短ざく状の結晶をなし，小結晶の集合体は石英と混在して散点し（写真25），’

大結晶の集合体は半目形で大きさは数百ミクロンの程度である（写真26）。また・ダイアス

ポア，コランダムを含む鉱石に，残晶状に明ばん石の集合体の見られることもある。

　　　　　　　　　　　　C．　鉱物の生成の順序に関係した組織

　勝光山の鉱石にはただ1種の鉱化作用が働いたのみでできたものは比較的少なく，多くは

種々の鉱化作用がくりかえされ，その跡を組織にとどめている。このような構造とレては次

のようなものがある。

　1．前に晶出した結晶がその後の鉱化作用によって溶蝕されたもの。

　ダイアスポアの結晶にはこのような例が多い。鉱化作用がカオリン化のときにも溶蝕され

ることもあるが（写真15，21），パイロフィライト化のときにはとくに著るしく，一般に虫

喰状を呈し（写真22），もとの形が残っている場合でも，その表面は平滑ではなくなってい

る（写真17）。コランダム，石英についてもこのような組織がみられることが多い・

　2．前に生成された鉱物の集合体が礫状に散在し，間をうあて新しく他の鉱物が生じてい

　　るもの。

　石英の集合体が礫状をなし，明ばん石が充填物となっているもの（写真27），カオリ1ン鉱

物，石英の集合体が礫状をなし，間をパイ｝コフイライiトが埋あているもの（写真5）などこ

の例は多い。

　3．前に生成された鉱物集合体を切って他の鉱物が晶出しているもの。

1カオリンの微晶集合体を切ってパイロフイライトの脈の見られるもQ（写真10，11）ジカ
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オリン鉱物と石英との集合体を切って，純枠に近いカオリン鉱物が脈をなしているもの（写

真7）などの例が見られる。これらの脈には写真10，23のように，前の鉱石の方向性に一見

無関係のものもあるが，また，写真11と）ように，前に出来た鉱石の層理にそってSheet状

に入って来る例も多い。　　　　「

V．鉱　　化　　作　　用

ノ

　ろう石化作用の主なものはパイロフィライト化とカオリン化であり，兵庫県城崎，山口県

須佐などの鉱床はカオリン化を主とし，岡山県三石や長崎県五島の鉱床はパイロフイライト

化を主としている。これに対して岡山県建部の鉱床や，ここに報告している勝光山の鉱床に

は両者がともにみられることが特徴的である。勝光山の鉱床においてパイロフイライト化と

カオリン化が別個に働いたものか，どうか，別の時期とすればどちらが前に行われたかにつ

いては疑問が多いが，筆者は一応別個に働いたものと考えており，両者は空間的に，あるい

は時間的に引続いて作用したものであろう。しかし，ところによっては（昭和勝光山二本

松，山神，矢野勝光山西山）のようにパイロフイライト化のみの見られるものや，逆に（昭

和勝光山狼岩）のようにパイロフイライト化がみられなくて，カオリン化のみのところもあ

る。カオリン化とパイロフイライト化の両作用が行われた部分では，そのどちらが前かとい1

う問題が生じるが，顕微鏡観察の結果では，ほとんど常にパイロフイライトがカオリン鉱物

におくれていること，また，野外調査の結果では鉱床の中心部にパイロフィライトの含有が

多く，カオリン鉱物は周辺部に多いことなどから考えて，まずカオリン化が行われ，引続い

てパイロフイライト化が行われたものと推定している。

　以下両作用たよって生じる鉱物の消長について記述する。

　　　　　　　　　　　　　　A．　カオリン化作用

　カオリン化作用は酸性条件のもとで行われ，この溶液中には水分，アルミニウム分が多

く，鉄分は流失していた状態であろう。そして，鉱化の初期には石英，ダイアスポアを先ず

生じ，引続いて母岩の残留成分との問に相互反応が行われ，石英どアルミナ鉱物との中間組

成のカオリン鉱物が生じたもので弟る。このとき，石英やアルミナ鉱物は溶蝕され，母岩中

のアルカリや非ろう石成分は流失して，明ばん石や珪石が周囲に生じる。また，ろう石成分

の元素の過剰なものは流失し，同じように周囲に珪化帯をつくったり，また，新規のカオリ

ン鉱脈をつくったりする。即ち，この作用によって生じる鉱物は石英，ダイアスポア，カオ

リン鉱物，明ばん石であり，母岩中の長石，ガラス質物質，粘土類，沸石類は完全に消失し，

雲母，石英，明ばん石などは減少する。

　　　　　　　　　　　　　　B．パイロフイライト化作用

　パイロフイライト化作用は水分，アルミニウム分のやや少ない塩基性溶液のもとで行わ

れ，鉄分は黄鉄鉱になって晶出している状態であろう。まず初期に石英，ダイアスポア，コ

ランダム，少量のカオリン鉱物を生じ，引続いて，パイロフイライトの主鉱化作用が行わ
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れ，この時に早期晶出の鉱物は交代されたり，溶蝕されて虫喰状を呈するようになった。ま

た，付髄的鉱化作用としては珪化，セリサイト化が行われ，脈状カオリン鉱物の生成もこの

時期に行われたものである。母岩中の鉱物消長ばカオリン化作用の際と同じようなものと考

えられる。上記2つの鉱化作用の相違点，特徴を表に示すと第6表の如くである。

第 6 表

カオリン化作用 パイロフイライト化作用

溶 液

酸　　　　性

水分多，い
鉄分少ない

初期の晶出

主鉱化

付髄的鉱化

石英，ダイアスポア

　熱水性カオリン鉱物
（ディッカイト，ナクライト）

明ばん化，珪化

性

い

る

　
　
じ

　

な
生

　
　
く

基

少

多

　
　
を

　

分

鉱

　

　

鉄

塩

水

黄

石英ダイアスポア，コラ
ンダム，カオリン

パイurフイライト

珪化，セリサイト化
脈状カオリンの生成

VI．　　結 語

　　　勝光山地区のろう石鉱床は岡山県の三石鉱床と共に，本邦の代表的ろう石鉱床であるe勝

　　光山のろう石鉱床にはカオリシ化，パイmuフイライト化の両作用がみられ，これは他のろう

　　石鉱床に比較してかなり特徴的なことである。これら両者の鉱化作用は一応別個のものと考

、
　えられ，それぞれその特質的な鉱物組成を示している。しかし，この両者のいずれが前のも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　のかはいろいろ疑問のあるところであるが，筆者はカオリン化が先で，パイロフイライト化

　　が後のように考えた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　1％

写真　1　昭和勝光由　二本松　十字ニコル

　　　　縞状構造を示す鉱石（石英とパイロ

　　　　フイライトよりなる）

　　　　　　　　　　　　　　　　10．5％1

写真　2　昭和勝光山　狼岩　十字ニコル

　　　　原岩（結晶凝灰岩）の組織を残す鉱

　　　　石（角ばった石英の破片がみられる）

写真

　　　　　　　　　　　　　lO．5％i

3　昭和勝光山　山神平行ニコル
原岩（球穎状流紋岩）の組織を残す

鉱石（石英とパイロフイライト）

　　　　　　　　　　　　　　　　1　1％1

写真　4　昭和勝光山　三本松　十字ニコル

　　　　不規則に交代される石英の残晶，周

　　　　囲は石英とパイロフイライトの細か

　　　　い集合よりなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　I　l％

写貞　5　昭和勝光山　一二本松十字ニコル

　　　　礫状構造を示す鉱石，礫質部は石英

　　　　とカオリン，周囲はパイロフィライ

　　　　ト石英よりなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　io．2％「

写真　6　昭和勝光山　狼岩　十字ニコル

　　　　純粋なカオリン鉱物（デイッカイト）
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　　　　　　　　　　　　　　　　10．5％1

写貞　7　昭和勝光山　狼岩

　　　　石英，カオリン鉱石を脈状に切るカ

　　　　オリン鉱物

　　　　　　　　　　　　　　　［0．2％・

写真　8　昭和勝光山　狼岩　十字ニコル

　　　　カオリン鉱物の大きな結晶

0．2％

写真　9　昭和勝光山　狼岩　十字ニコル

純粋なパイロフイライト

　　　　　　　　　　　　　　　10．5％i

写真　10　昭和勝光山　狼岩　十字ニコル

　　　　カオリン鉱物，ダイアスポアーより

　　　　なる鉱石を切るパイロフイライト脈

　　　　　　　　　　　　　　　　　o・5塾

写呉　11昭和勝光lil狼岩　十字ニコル
　　　　ヵオリン鉱物中の縞状パイロフイラ

　　　　イトの脈

写真

　　　　　　　　　　　　10．2％

12　昭和勝光山　二本松　十字ニコル

　石英中のパイロフイライト中の扇状

　結晶
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10．2％1

、ヤ手鰯糠濾　　　　　　　　pa

ポ葵

詩紳嫉耀節t…、　　　　　、、畷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．2％i

　写真　14　昭和勝光山　狼岩平行ニコル
　　　　　明ばん石中の粒状石英

写真　13　昭和勝光山　長野山

　　　　純粋なセリサイト

十字ニコル

な∴メ
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燕
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糠
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孫諏
　　姦．，　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　10．5％i

写真　15昭和勝光山　狼岩平行ニコル
　　　　ダイアスポアーの粒状結晶周囲はカ

　　　　オリン鉱物

　　　　　　　　　　　　　　　　IO．5％1

写真　16矢野勝光山　西山　平行ニコル
　　　　ダイアスポアーの粒状結晶，周囲は

　　　　カオリン鉱物

　　　　　　　　　　　　　　　　　10．5％1

写真　17矢野勝光山　滝の谷　平行ニコル
　　　　ダイアスポアーの柱状結晶，周囲は

　　　　ノN°イロフイライト

　　　　　　　　　　　　　　　　〔0．5％1

写真　18矢野勝光山　西山
　　　　ダイアスポアーの柱状結晶，周囲は

　　　　ノN°ノfロフライト
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　　　　　　　　　　　　　　　　「0．5％1

写真　19　昭和勝光山　長野山　平行ニコル

　　　　縞状を経するダイアスポアーの結晶

　　　　　　　　　　　　　　　　10．2％1

写真　20　昭和勝光山　狼岩　十字ニコル

　　　　ダイアスポアーの放射状結晶

　　　　　　　　　　　　　　　　io．5％1

写真　21昭和勝光山　狼岩　平行ニコル
　　　　カオリン鉱物に交代されるダイアス

　　　　ポアー

　　　　　　　　　　　　　　　　10．5％1

写真　22　昭和勝光山　狼岩　平行ニコル

　　　　ダイアスポアーを脈状に切るパイロ

　　　　フイライト

　　　　　　　　　　　　　　　　10・5％！

写真　23昭和勝光山　山ネ量ii平行ニコル

　　　　NNトラ石、中のコランダム，ダイア

　　　　スポアー，周囲はカオリン鉱物パイ

　　　　ロフライト

　　　　　　　　　　　　　　　　10．5％1

写真　24黒崎大津恵　熊ケ谷　平行ニコル

　　　　ダイアスポアーの大きな結晶，周囲

　　　　は石英，カオリン鉱物
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　　　　　　　　　　　　　　　10．2％

写真　25　昭和勝光山　狼岩　平行ニコル

　　　　明ばん石と石英

PL．　XX

　　　　　　　　　　　　　　　FO．2％i

写真　26　昭和勝光山　狼岩　十字ニコル

　　　　明ばん石

　　　　　　　　　　　　　　　！1％｝

写真　27　昭和勝光山　狼岩　十字ニコル

　　　　礫状の石英をうずめる明ばん石


